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     （粘液線維肉腫と未分化多形肉腫の比較研究：病理組織学的、臨床病理学再検討）  

 

 区  分：甲  

 

 

論  文  内  容  の  要  旨  

 

 

 粘液線維肉腫は豊富な粘液間質を有する悪性線維芽 /筋線維芽細胞性腫瘍である。頻回に局所再

発し、時として遠隔転移を起こすといった臨床的特徴をもつ。形態学的に、特に高悪性度粘液線維肉

腫が未分化多形肉腫との区別が難しい場合がある。本研究では、162 例の粘液線維肉腫と 43 例の未分

化多形肉腫の臨床情報及び組織学的データを再検討した。粘液領域の割合 10%を基準値として、粘液

線維肉腫と未分化多形肉腫を区別した。全体として、52 例 (34.4%)の粘液線維肉腫と 9 例 (20.9%)の未分

化多形肉腫が局所再発し、18 例 (12.2%)の粘液線維肉腫と 19 例 (44.2%)の未分化多形肉腫が遠隔転移し、

13 例 (9.5%)の粘液線維肉腫と 13 例 (9.5%)の未分化多形肉腫が腫瘍関連死していた。統計学的には、粘

液線維肉腫の方が未分化多形肉腫より予後良好であった。さらに、より粘液領域が少ない粘液線維肉

腫は予後不良の傾向がみられた。FNCLCC grade は、統計学的に有意に予後と相関していた  (遠隔転移

:p=0.0021, 腫瘍関連死 :p=0.0021)。細胞密度と核異型のみ、統計学的に予後不良の傾向がみられた。粘

液領域が 10%未満になり、未分化多形肉腫様に形態変換された粘液線維肉腫の全生存率は、未分化多

形肉腫の全生存率に近接していた。粘液線維肉腫は分子生物学的に未分化多形肉腫と異なる腫瘍であ

ると考えられ、より粘液が少ない粘液線維肉腫はより予後不良の傾向を示した。我々は粘液量、細胞

密度、核異型が予後因子として重要であると考えた。粘液線維肉腫は局所再発を介して、形態学的及

び生物学的観点から未分化多形肉腫の組織学的悪性度に類似する可能性がある。  


